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論文内容要旨
 隠岐島後は島根県にある火山島で,前第三紀の基盤岩石や,中新世から第四紀迄の火山岩類
 や,堆積岩類より構成されている。当鶴では,特に中新世以後に頻繁に噴出したアルカリ火山
 岩頚が数多く分布しており,化学組成も,鉱物組合せも様々な変化を示している。これらのア
 ルカリ火山岩の岩石学的地球化学的特徴を明らかにし.アルカリ玄武岩マグマの成因や,分化
 等の研究に貢献するため,著者は本島に分布している火山岩類について詳細な岩石学的研究を
 行った。83個の岩石試料につき,主成分元素組成を分析し,そのうちの64個試料については微
 量成分を分析した。また代表的な試料の主要造岩鉱物組成や,87Sr/86Sr同位体の値も測定した。
 従来隠岐島後にはカルクーアルカリ火山岩頚とアルカリ火山岩類だけ分布していると考えら
 れて来たが,今回の研究調査の結果,中新世後期にショショナイト～バナカイト岩石系列の岩
 石が噴出したことが初めて明らかになった。多量のKリウムに富むアルカリ火山岩の活動に
 伴って,少量ながらナトリウムに富むアルカリ火山岩も初めて見つかった。
 ショショナイトーバナカイト系列の火山岩類は斑晶鉱物として,カンラン石や,普通輝石,
 紫そ輝石,斜長石,磁鉄鉱を含んでいる。これらの岩石はKやBa,Rb,Ce等のイオン半径が
 大きいインコンパティブル元素に富んでいるが,TiやFe,特にNbに乏しいという特徴を持っ
 ている。微量元素の存在度は島弧あるいは活動的大陸縁辺に産する玄武岩に特徴的なパターン
 を示している。
 カリウムに富む系列のアルカリ火山岩類は本島にて最も主要な火山岩類であり,苦鉄質岩類
 と珪長質岩類より構成されている。前者はアルカリ玄武岩や,粗面玄武岩,ミュージェアライ
 トからなり,後者は粗面岩と灘紋岩からなる。両者の問に明瞭な組成ギャップが認められる。
 当系列の苦鉄質着類は噴出時代と分布地域の違いにより,大峯,西郷と岬という三つの岩石
 グループに分けられる。大峯及び西郷グループはかんらん石一普通輝石玄武岩類とミュージェ
 アライト岩類を含むが,岬グループはかんらん石玄武岩のみである。玄武岩の特徴を見ると,
 大峯グループのものは多少のかんらん岩類や,はんれい岩類から由来した捕獲結晶を包有し,
 複雑な鉱物学的特徴を示している。西郷グループ中の玄武岩中にも少量のかんらん岩類や,花
 崗着類から由来した捕獲結晶を含んでいる。これらの捕獲結晶は“mechanica玉mixlng"により
 マグマ中に取り込象れたものである。これらの捕獲結晶の存在のために,大峯グループと西郷
 グループの玄武岩は異常に複雑な化学組成を持っている。これ等の岩石中に含まれるNiやCr
 はマグマの単純な結晶分化作用では説明できない程高いあるいは低すぎる。
 最も新しい岬グループの玄武岩類は他の玄武岩頚より高い87Sr/86Sr同位体値を示し,それら
 の玄武岩とは異なるマントル源から由来したと推定される。大峯グループの岩石は含まれてい
 る捕獲結晶の種類により,2つのタイプに分けられる。1つはかんらん岩類とはんれい岩類か
 らの捕獲結晶を両方含んでいるタイプで,もう1つははんれい岩頚から捕獲結晶のみを含むタ
 イプである。そのうち,はんれい岩頚からの捕獲結晶しか含まれていない玄武岩類は西郷グルー
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 プの玄武岩類とは類似している87Sr/8δSr同位体比の値を示し,共通の始源マグマあるいはマン
 トル源から由来したものと考えられる。一方,大峯グループのかんらん岩類とはんれい岩類か
 らの捕獲結晶をともに含んでいる玄武岩類は他の玄武岩よりごく低い87Sr/86Sr比を示し,マン
 日トル物質そのものが他とは異なっていたと思われる。
 ミュージェアライトは同じグループの玄武岩と比べると,Nbはほぼ同じで,AI203が極端に
 低く,Srが逆に高いという特徴がある。これらの組成的な特徴は玄武岩質マグマの単純結晶分
 化作用では説明できない。両者の間の87Sr/86Sr同位体比の差もこの説を支持している。
 カリウムに富む珪長質岩頚は噴出順序により,隠岐,平,葛尾ととかげ岩という4つの岩石
 グループに分けられる。どのグループの岩石も隠岐島後に分布している苦鉄質岩頚とは直接的
 な成因関連はないと思われる。これが両者の閥の組成ギャップの原因である。
 隠岐グループの珪長質岩頚は普通輝石や,長石の他に,しそ輝石も斑晶鉱物として含まれて
 いる。Nbの値も他の珪長質岩頚より低く,ショショナイトーバナカイト系列の岩石と類似した
 岩石学的な特徴を示している。これらの岩石は本島では露歯していない苦鉄質マグマの結晶分
 化作用により生じたものと考えられる。
 平と葛尾グループの珪長質岩類は隠岐グループと異なる岩石学的特徴を示し,共にBaやSr
 に乏しい。各組成変化図上では,両グループの岩石は連続的な組成変化トレンドを示す。これ
 らの珪長質岩類は本島に分布している苦鉄質岩の直接的分化物ではないと思われる。
 とかげ岩グループの粗面岩は本島において唯一のノルムNeが算出される粗面岩である。他
 の粗面岩と比べると,当グループのものは非常に高いインコンパティブル元素濃度を持ってい
 るという特徴がある。
 ナトリウムに窟む系列のアルカリ火山岩類はごく僅かで玄武岩や,粗面玄武岩,ミュージェ
 アライトよ9構成されている。岩石は高いNa20/K20比を示し,ケルスート角閃石や,黒雲母
 等含水鉱物を含んでいる。これらの岩石はカリウムに富む系列の岩石とは完全に異なる未分化
 マグマからの分化物である。
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 論文審査の結果の要旨
 徐紅提出の論文は,島根県隠岐島後に分布しているアルカリ火山岩類について詳細な岩石学
 的,地球化学的研究を行ったものである。本島では,従来カルクアルカリ岩類とアルカリ岩類
 だけが分布していると考えられて来たが,今回の調査研究の結果,約2000万年前頃にショショ
 ナイトーバナカイト系列の岩石が噴出している事が明らかになった。また多量のカリウムに富
 むアルカリ火山岩に伴って少量ながらナトリウムに富むアルカリ火山岩も見つかった。
 ショショナイト嘉バナカイト系列の火山岩類のアルカリ岩類と同じくらいKに富むものの,
 典型的アルカリ岩類には見られないしそ輝石斑晶を含んでいる。これらの岩石はRb等のイオ
 ン半径が大きいインゴンパティブル元素に富んでいるが,TiやFe,特にNbに乏しいという特
 徴をもっている。微量元素の存在度は島弧あるいは活動的大陸縁辺に産する玄武岩に特徴的な
 パターンを示している。
 カリウムに富む系列のアルカリ火山着類は苦鉄質岩類と珪長質着類より構成されている。両
 者の闘には直接的な成因関係が認められず,明瞭な組成ギャップが存在している。
 苦鉄質岩類は玄武岩類とミュージェアライト岩頚を含むが,ミュージェアライト岩類は玄武
 岩類の単純な結晶分化作用により形成され得ないことが明らかになった。玄武岩類は更に斑晶
 鉱物組合わせや,含んでいる捕獲結晶の種類により三つのタイプに分けられ,それぞれ異なる
 始源的マグマから由来した分化物であることが確認された。
 ナトリウムに富む系列のアルカリ火山岩類は極めて少量で,Na20や,Fに富み,ケルスート
 角閃石及び黒雲母を含んでいる。
 珪長質岩類は粗面岩類と流紋岩類からなり,斑晶鉱物組合わせ及び維成変化トレンドの違い
 で三つのグループに分けられる。そのうち初期に噴出したグループは最も分化程度の低い粗面
 岩の結晶分化作用により生じる。他の珪長質岩類は本島に分布している苦鉄質岩の直接的な分
 化物ではないと思われる。
 以上の成果は西南日本火山帯内帯の火山活動の動的過程の解明に大きく貢献するものであ
 る。
 1これらは著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
 ている。よって徐紅提出の学位論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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